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Ｂ

進路指導部による小論文指導・面接指導等，
個別指導を早期に実施し，具体的な進路目標
の設定に向けた取り組みを強化する。

学校関係者評価
委員会における

意見

大学生でも働くことや就職について意識が低い中で，働くことの意義を理解させ就労に向けた前向きな活動につなげることは難しい状況である。
今後も地道なキャリア教育に取り組んで欲しい。

連携コーディネーターを活用し,地元企業の情報収集に努めるとともに,卒業生の就
労定着を図る。

Ｂ

様々な点で『就職』に困難性が認められる生
徒を支援し，就労できるよう指導する体制を
整えていく。

Ｂ
外部の就職支援団体と連携し,支援の必要な生徒が社会に踏み出すためのサポート
体制を充実させる。

Ｂ

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見

三部制・単位制の高校ということから，３つの部にわたる生徒が一堂に会しての生徒会活動や部活動等の活動時間の設定や十分な時間の確保が難
しい課題と思われる。その難しい状況の下，教職員や生徒は十分に対応していると考える。

進
路
指
導

『総合的な学習の時間』で行われる各種プロ
グラムやテスト「進路講話」「進路別ガイダ
ンス」等を利用して進路意識の啓発を図る。

Ｂ
進路行事を通して生徒に就職・進学ともに様々な可能性を提示していく。同時に保
護者向け進路説明会の更なる充実を図りながら保護者を巻き込んだ進路指導体制の
整備を目指す。

Ｂ

進路目標達成とその定着に向けた『職場訪
問』や『就業体験』の在り方を検討・実施す
る。

Ｂ

全教員を対象に年度始めにSST活動に関する研修を設けて,趣旨と指導内容等につい
て周知した。次年度もより効果を上げるために研修内容の工夫と改善を行い継続し
ていく。

Ｂ

LHR及び各種行事，生徒会活動や部活動,ボラ
ンティア活動が円滑に実施できるよう支援す
ることによって社会に貢献していくための考
察力や思考力，表現力を伸ばす。

Ｂ

生徒会予算を見直して部活動費の柔軟な支出を可能にして活動が活性化された。ま
た,活動時間の確保するために時程の改善を行うことができ,次年度から実施するこ
とになった。地域におけるボランティア活動の依頼に対しては,その都度対応して
いきたい。

Ｂ

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見
生徒の実態や学習の到達度に応じた指導内容や方法を工夫し，生徒の学力向上によく取り組んでいる。

生
徒
指
導

「自己選択・自己決定・自己責任」をキー
ワードにパーソナルボックスや情報テレビの
活用，またＳＨＲの効果的な活用により,個々
の生徒に即した自主性の涵養を目指す。

Ｂ
パーソナルボックスや情報テレビ等について,入学予定者説明会や入学式,HRを活用
して生徒と保護者に趣旨について十分説明する。また教職員に対して活用方法につ
いて周知する機会を設ける。

Ｂ

年間を通したSST活動によるスキルトレーニン
グを活用して，円滑な人間関係を構築できる
能力を育む。

Ｂ

教務内規の改善に努める。 Ｂ
一昨年度までの教務内規の変更により，生徒の出席率が向上し，成績上位者が増加
し，欠点保持者が減少したが，今後は停滞している。今後も必要に応じて修正を加
えたい。

Ｂ

三部制・単位制のシステムと宮城県の教務支
援システムの連携を図る。

Ａ
宮城県教務支援システムを利用して，年間の出欠や成績に関する業務のよりよいあ
り方を模索し，生徒指導のための効率のよい情報収集にしていきたい。

Ａ

学校関係者評価

自己評
価結果

改善の方策
自己評
価の適
切さ

改善策
の適切
さ

教
務

生徒の単位修得率を向上させ，目標とした年
限で卒業できるよう，みやぎ学力状況調査や
アンケート調査をもとに，生徒の実態を正確
に把握し，指導の手立てを検討する。

Ｂ
宮城県教務支援システムを利用して，年間の出欠や成績に関する業務のよりよいあ
り方を模索し，生徒指導のための効率のよい情報収集にしていきたい。

Ｂ

年５回の公開授業の活性化を図っていきたい。 Ｂ

　教育長　殿

平成31年3月18日

宮城県東松島高等学校
宍戸　周哉

① 生徒が理解できた喜びを感じる授業，達成感のある授業を目指し，指導法の工夫改善に努める。校内研修の充実を図る。
② 生徒の学習活動が円滑に進むように生徒の実態に合わせたガイダンス機能の充実を図る。
③ 心のケアを組織として確立し，生徒が満足感のある学校生活を送ることが出来るよう支援する。
④ ガイダンス機能を活かした進路指導の充実を図り，進路決定率を上げる。
⑤生徒会活動や地域貢献の活性化に努め自己有用感の醸成を図る。
⑥あいさつ・ボランティア活動などを励行し，自らの行動が生きやすい社会作りを担っている経験を通して，自主的に社会に貢献する態度を育成する。
⑦地域に開かれた学校を目指し， 広報活動の推進を図り，保護者や中学校への情報提供，ホームページの改善に努める。

評価
分野

評価項目

自己評価

Ｂ
進路指導部会を毎週定期的に開催することによって,生徒の情報交換を密にし,適切
な面接指導や個別指導を行う。

Ａ

家庭学習の習慣を身につけさせ，学力の向上
を図るための手立てを検討する。

Ｂ
各教科における基礎基本の定着を図るための取組とＨ-1グランプリとのリンクなど
の工夫により出席率の向上，学習習慣の定着,学力向上につなげたい。

Ｂ

研究授業や研修会を開催し，教職員の資質向
上を図る。

Ｂ
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3 次年度の課題と改善方策
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学校関係者評価
委員会における

意見

様々な生活背景や個人の特性を持つ生徒の皆さんを一人一人見て育てて行こうと取り組んでいらしゃる姿に，いつもながら頭が下がります。どう
か継続して下さい。

ガ
イ
ダ
ン
ス

生徒が卒業に向け進路目標を達成できるよう,
機能的な教育課程の編成に努める。

Ａ
教育課程に関するシステムについて,教職員の共通理解をさらに深めるよう必要に
応じて継続的に教員向けガイダンスを充実させる。

Ａ

魅力ある単位制高校づくりを推進しつつ,本校
のPRに努める。学校説明会を実施し中学３年
生だけでなく高校を中途退学した地域の生徒
や社会人にも門戸を開放すべく努力する。

Ｂ
中学３年生や中途退学者,本校を取り巻く地域の方々に広く本校について理解して
もらうためにオープンキャンパスや学校説明会での情報発信に努める。

Ｂ

Ａ

Ａ

特別支援が必要な生徒・保護者に対応できる
ように職員の知識・技術等の研修会を実施
し，カウンセリングマインドのスキルアップ
を図る。

Ａ
SCやSSWと特別支援教育コーディネーター及び担任がケース会を行い生徒の実態把
握や適切な支援のあり方について，資質や能力の向上が図られた。

Ａ

主体的・意欲的に学校生活を送ることができ
るように，カウンセリングを必要としている
生徒の観察を行う。

災害時における生徒のケアについて,支援を行
う。

Ａ
生徒に対して相談しやすい保健室の雰囲気づくりに努め,生徒の些細な変化の把握
に役立った。また生徒の相談に乗り,不安の解消や前向きな意欲の向上につなげる
ことができた。

Ａ

生徒が自ら地域貢献に取り組んだり校内外の
環境整備等に意欲的に取り組めるように意識
の高揚を図る。

Ａ
昨年実施できなかった地域奉仕活動を今年度は清掃区域を拡大して実施することが
できた。校内の清掃については，生徒数の減少や活動を行うことで,生徒の環境美
化の意識の向上が図られた。

Ａ

補食のあり方を検討する。 Ｂ Ⅲ部対象の捕食は，在校生の減少により5年実施できていない。 Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見
特になし

保
健
厚
生 Ａ

特別支援教育コーディネーターが保健厚生部に所属することにより教員間で生徒の
情報共有が進められた。

Ａ

総
務

　保護者に対し学校便りを通して，常に新し
い情報を提供するとともに，本校のＰＲ活動
に努める。

Ａ
外部機関へのPR活動や生徒・保護者に対するタイムリーな情報提供については，年
４回発行の「学校だより」やHP等で実施している。また，HPについては今年度より
県の方針でほぼ統一した形となり，シンプルかつ見やすく改善されている。
”地域や伝統に根ざした”という意味ではまだまだ改善の余地はあるが，毎年，地
域清掃奉仕活動を行ったり，昨年7月には東松島市議会との懇談会を企画していた
だき，「市議会広報委」と「本校生徒会役員」との初の懇談会を実施し，まちづく
り，地域の将来像について語り合ったりと，地道にコツコツと活動している。

Ａ

Ａ
ホームページを活用し,関係者に生きた情報を
提供する。

Ａ Ａ

学校防災マニュアルの改善を図るとともに，
防災教育の充実に努める。

Ａ
今年度もJアラートへの対応を含めた避難訓練を実施することができた。地域の防
災主任担当者連絡会議に出席し情報を交換するとともに,東松島市指定の避難所と
して設備備品の管理を行った。

Ａ

学校関係者評価
委員会における

意見
特になし

事
務
部

迅速で正確な事務処理について「就学支援金
制度」をはじめとした様々な制度の事務処理
について，円滑で正確に対応するためより効
果的な処理を目指していく。

Ｂ
就学支援制度については,事務担当及びSAの努力により保護者からの書類を適宜提
出してもらえるよう周知や未提出生徒の保護者に働きかけをおこなった。今後も効
率的に提出されるよう工夫していきたい。

Ｂ

Ｂ

財源の有効活用と費用対効果の把握につい
て，県からの予算令達を受け最小限で最大の
効果が上がるように，経費節減を含めて取り
組んでいく。

Ｂ
予算及び施設管理については,集中と選択により引き続き最小限にして最大の効果
が上がるよう努力する。

Ｂ

環境整備と保全について，施設整備5カ年計画
の見直しを行いながら，執行にあたっては，
授業状況等を考慮しながら計画的に施行して
いく。なお，施設の老朽化等の不具合につい
ては，安全確保の優先順位を考慮しながら予
算請求に向けてしっかりと対応していく。

Ｂ

今年度も校舎等の点検を積極的に行い，老朽化等に伴う危険防止に向けて修繕等を
行う事ができた。東棟の北側の雨漏れ対策や校舎北側雨漏れ補修工事など以前から
の懸案事項に対しても着手し改善したが，新たに修理を要する亀裂が発生するなど
老朽化問題の解消には，費用的側面を含めてまだ時間がかかる見込みである。

Ｂ

教員の実践力の向上
教員の実践力（授業力，生徒指導力，子供理解，学校を支える力）を向上させるために生徒情報ミーティングの内容の改善を行う
とともに校内の授業研究の充実を図る。また初任者研修を含めた専門研修を計画的に行う。生徒による授業評価を分析して課題の
明確化と改善策の作成を行う。

特別な支援を必要とする生徒
への支援の充実

特別支援教育体制を整備するとともにケース会を開催し特別な支援を必要とする生徒の実態と生徒や保護者のニーズを把握し，ス
クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携しながら適切な支援策を策定し実践していく。
さらに教職員間で情報を共有するシステムを改善充実させ，学校生活においてすべての教職員が支援できる体制を整える。

学校関係者評価
委員会における

意見
特になし

次年度の課題 改善方策

キャリア教育及び就職支援の
充実

外部講師を招聘した進路ガイダンスの改善及び充実を図り，生徒の進路目標の決定と実現に向けた取組への意欲の向上につなげ
る。進学希望者に対して模擬試験の受験を積極的に働きかける。また，保護者対象の進路説明会を早期に実施することで保護者の
進路に関する理解の促進と協力が得られるようにする。外部の就職支援団体を活用して，個々の生徒の実態や進路目標に応じたよ
り効果的な支援が行えるようにする。


